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第75号(1) 平成30年６月15日発行（一迫花山全世帯）

　

佐
藤
会
長
の
挨

拶
で
は
、
昨
年
度

は
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営

計
画
策
定
支
援
と

経
営
力
強
化
の
推

進
に
つ
い
て
会
員

事
業
所
へ
の
持
続

的
な
発
展
を
支
援

す
る
た
め
、
経
営

計
画
策
定
セ
ミ
ナ

ー
や
個
別
相
談
会

の
開
催
や
、
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
会
員
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
、
会
員
の

皆
様
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

又
、
商
工
会
の
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す

「
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充
強
化
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
会
員
の
新
規
加
入
促
進
や
各

種
共
済
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
手
数
料
等
の
増
収
と
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
し
た
。

　

更
に
、「
組
織
・
財
政
・
事
業
」
に
つ
い

て
委
員
会
を
開
催
し
、
評
価
・
検
証
を
行

な
う
と
共
に
次
年
度
以
降
の
健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
た
め
の
中
長
期
の
財
政
計
画

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
達
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
深
刻
な
後
継

者
難
と
人
手
不
足
等
に
直
面
し
て
お
り
、

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
商
工
会
は
活
動

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域
商
工
業
の
総

合
的
な
改
善
発
達
を
図
る「
経
済
団
体
」と

し
て
、
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
当
面
す

る
問
題
・
課
題
の
解
決
に
努
め
る
と
共
に
、

今
年
度
も
「
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
」
に
資
す
る
た
め
、
巡
回
訪
問
を
徹
底

し
、
会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
会
員
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
４
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、
関

係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
会
員

の
皆
様
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

第
１
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
定
款
の

一
部
改
正
（
案
）承
認
の
件

第
２
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
運
営
規

約
の
一
部
改
正
（
案
）承
認
の
件

第
３
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書

並
び
に
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
４
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算
（
案
）承
認
の
件

第
５
号
議
案　

平
成
29
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
及
び
借
入
金
先
承
認
の
件

第
６
号
議
案　

任

　

期
満
了
に
伴
う

　

役
員
選
任
の
件

　

尚
、
当
日
ご
来
賓
と
し
て
次
の

方
々
が
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
栗
原
市
長
代
理

　

鎌
田
美
智
男　

栗
原
市
花
山
総

合
支
所
長

▽
長
谷
川　

敦　

宮
城
県
議
会
議

員

▽
中
鉢　

正
信　

宮
城
県
北
部
地

方
振
興
事
務
所

栗
原
地
域
事
務

所
副
所
長

▽
舘
股　

秀
隆　

宮
城
県
商
工
会

連
合
会
副
会
長

▽
高
橋　
　

淳　

日
本
政
策
金
融

公
庫
仙
台
支
店

国
民
生
活
第
二

事
業
課
長
代
理

▽
大
坂　

優
太　

七
十
七
銀
行
一

迫
支
店

▽
大
原　
　

上　

仙
台
銀
行
築
館

支
店
副
支
店
長

▽
黄
海　

哲
雄　

仙
北
信
用
組
合

築
館
支
店
次
長

▽
上
原　
　

郁　

宮
城
県
北
部
地

方
振
興
事
務
所

栗
原
地
域
事
務

所
商
工
・
振
興

班
企
画
員

▽
金
森　

広
志　

宮
城
県
商
工
会

連
合
会
地
域
振

興
課
主
幹

　

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
選
任
の
結
果
、

次
の
方
々
が
役
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長　

佐
藤　

倫
治（
再
任
・
花
山
）

新
茶
屋
商
店

副
会
長　

斎
藤　

行
男（
再
任
・
一
迫
） 

斎
藤
金
物
店

副
会
長　

阿
部　
　

朗（
再
任
・
一
迫
） 

会
席
料
理
丸
勝

理
　
事　

佐
藤　

啓
助（
再
任
・
一
迫
）

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
ス

理
　
事　

鹿
野　

直
寿（
再
任
・
一
迫
）

㈱
鹿
野
静
商
店

理
　
事　

菅
原　

伸
哉（
再
任
・
一
迫
）

㈲
菅
原
オ
ー
ト
商
会

理
　
事　

山
田　

則
義（
再
任
・
一
迫
）

㈲
ク
ス
リ
の
ヤ
シ
マ
堂

理
　
事　

小
山　

昭
彦（
再
任
・
一
迫
）

㈱
宮
城
化
成

理
　
事　

佐
藤　

利
郎（
再
任
・
花
山
）

メ
ガ
ネ
の
は
な
や
ま

理
　
事　

高
橋　

誠
一（
再
任
・
花
山
）

高
寅
住
建

理
　
事　

三
浦　

良
治（
再
任
・
一
迫
）

ぷ
り
ん
と
博
士
宮
城
北
店

理
　
事
　
三
塚　

一
夫（
再
任
・
一
迫
）

三
和
建
設

理
　
事　

白
鳥　

正
文（
再
任
・
一
迫
）

㈲
川
口
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

理
　
事　

高
橋　

良
太（
再
任
・
一
迫
）

青
年
部
長

理
　
事　

荒
木
久
美
子（
再
任
・
花
山
）

女
性
部
長

監
　
事　

髙
橋　

光
廣（
再
任
・
花
山
）

㈲
花
山
産
業

監
　
事　

大
江　

政
則（
新
任
・
一
迫
）

㈱
大
江
電
気
商
会

　

総
会
議
案
審
議
に

先
立
っ
て
、
一
迫
花

山
両
地
区
内
事
業
所

に
永
年
に
亘
り
貢
献

さ
れ
た
優
良
従
業
員

の
皆
様
方
と
本
会
の

役
職
員
に
対
し
、
関

係
機
関
よ
り
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

 
 

（
敬
称
略
）

▽
宮
城
県
知
事
褒
状

〔
優
良
従
業
員
〕

　

斎
藤　

義
男
（
㈱
金
野
建
築
板
金
工
業

所
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〔
優
良
従
業
員
〕

　

佐
々
木
国
弘
（
㈱
宮
城
化
成
）　

　

後
藤
真
由
美
（
㈲
菅
原
建
機
産
業
）

　

鈴
木　

貞
逸
（
㈲
一
迫
電
業
社
）

　

千
葉　

由
美
（
㈱
鹿
野
静
商
店
）

　

久
我　

恭
治
（
㈲
高
橋
設
備
工
業
）

　

狩
野　

和
子
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

濁
沼　

弘
樹
（
㈱
金
野
建
築
板
金
工
業

所
）

　

佐
々
木　

晃
（
㈱
永
光
重
機
工
業
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

〔
役
員
功
労
者
〕

　

齋
藤　

昭
芳
（
元
会
長
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〔
役
員
功
労
者
〕

　

斎
藤　

行
男
（
副
会
長
）

　

佐
藤　

啓
助
（
理
事
）

　

三
浦　

重
雄
（
理
事
）

〔
優
良
常
勤
職
員
〕

　

小
山　

浩
喜
（
主
任
主
査
）

▽
一
迫
花
山
商
工
会
長
表
彰

〔
優
良
従
業
員
〕

　

佐
藤
せ
つ
子
（
㈲
一
迫
電
業
社
）

　

中
本　

妙
美
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
㈱
宮
城
工
場
）

　

尾
崎　

麻
里
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
㈱
宮
城
工
場
）

　

佐
藤
美
千
子
（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
㈱
宮
城
工
場
）

　

菅
原
新
太
郎
（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

三
浦　
　

翼
（
㈱
金
野
建
築
板
金
工
業

所
）

　

高
橋　

克
也
（
㈱
宮
城
化
成
）

　

遊
佐　

昭
弘
（
㈲
丸
新
運
輸
商
事
）

　

加
賀
谷
玲
子
（
㈲
耕
佑
）

　

佐
藤
み
な
み
（
㈲
耕
佑
）

　

鈴
木　

吉
幸
（
㈱
永
光
重
機
工
業
）

　

菅
原　
　

涼
（
㈱
永
光
重
機
工
業
）

　

三
上　

正
剛
（
㈱
永
光
重
機
工
業
）

　

植
松　
　

浩
（
㈲
菅
原
オ
ー
ト
商
会
）

　
一
迫
花
山
商
工
会（
佐
藤
倫
治
会
長
）の
平
成
30
年
度
通
常
総
会
が
５
月
24
日
に
開
催

さ
れ
、
本
人
出
席
41
名
・
委
任
状
出
席
96
名
の
合
計
１
３
７
名
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
第
６
号
議
案
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
し
い
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
津
田
信
一
氏
が
選
任
。

狩
野
ガ
ラ
ス
工
業

受
賞

お
め
で
と
う
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佐　藤　倫　治

●
代
表
者　

狩
野　

孝
彦

●
事
業
所

　

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
古
屋
敷
36

　

電
話

：

０
２
２
８

－

52

－

３
７
９
０

●
事
業
内
容

　
　

ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
・
エ
ク
ス
テ
リ

ア
（
テ
ラ
ス
・
バ
ル
コ
ニ
ー
・
フ
ェ

ン
ス
・
門
扉
・
カ
ー
ポ
ー
ト
他
）・
建

材
・
物
置
等
の
販
売
・
施
工

●
お
店
の
Ｐ
Ｒ

　
　

主
に
サ
ッ
シ
・
ガ
ラ
ス
等
の
販

売
・
補
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
窓

や
扉
が
ガ
タ
つ
い
て
い
る
、
鍵
が
閉

ま
り
に
く
い
な
ど
気
に
な
る
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
御
用
命
下

さ
い
。
ま
た
、
流
し
台
や
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
等
、
そ
の
他
の
住
宅
機
器
に
関

し
ま
し
て
も
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
　

サ
ッ
シ
・
ガ
ラ
ス
等
の
販
売
・
補

　

修
と
い
う
点
に
お
い
て
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
が
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考

え
で
す
か

　
　

地
域
文
化
の
体
験
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
世
代
の
方
々
が
交
流
で
き

る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元

の
良
さ
を
発
見
で
き
た
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

地
域
が
よ
り
一
層
活
性
化
し
て
い

き
ま
す
よ
う
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

通
常
総
会
終
了
す
！

平
成
30
年
度

★専門の相談員が
　　　　対応します

★ご自宅まで
　無料でお伺いします

★末長い
　アフターフォロー !!

６/29日㊎ ７/12日㊍
８/　9日㊍

９/13日㊍
パナソニックの
　電気店ならここが安心!!

栗原市一迫柳目字曽根除下 41-1
TEL (0228) 52-2161
FAX (0228) 52-2162おおえでんき

開 催 日開 催 日

無料無料聞こえ 相談会!!聞こえ　　　相談会!!

午前９時～午後５時まで 午後１時～５時まで

補聴器

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
選
任
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一
迫
ど
き
ど
き
カ
ー
ド
会
（
斎

藤
行
男
会
長
）は
、３
月
に
栗
原
西

中
学
校
、
一
迫
小
学
校
、
花
山
小

学
校
を
訪
問
し
て
校
長
先
生
に
新

入
生
の
学
用
品
等
の
一
助
と
な
る

よ
う
、
お
祝
い
の
し
る
し
と
し
て
、

一
迫
・
花
山
地
区
の
カ
ー
ド
会
加

盟
店
で
利
用
で
き
る
「
共
通
お
買

物
券
」
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
よ
り
自
転
車
通
学
等
も
減
り
、

父
兄
の
み
な
さ
ん
の
職
場
も
一
迫
、

花
山
地
区
以
外
が
大
半
の
よ
う
で
、

地
元
商
店
で
お
買
い
物
を
す
る
機

会
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
初
め
て
の
企
画
と
し

て
、
若
い
世
代
の
父
兄
の
み
な
さ

ん
や
お
子
さ
ん
に
地
元
商
店
利
用

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
会
加
盟
店
を
探
索
す
る

気
分
で
商
店
街
を
歩
い
て
見
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

共
通
お
買
物
券

は
、
平
成
30
年
７

月
31
日
が
有
効
期

限
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
利
用
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
普
通
会
員
）

◎
㈱
狩
野
牧
場

　

代
表　

狩
野　

覚

　

業
種　

牛
乳
及
び
乳
製
品
の
製
造

販
売

　

花
山
字
本
沢
滝
ノ
沢
76

　

☎
５
６

－

２
１
７
６

（
定
款
会
員
）

◎
一
条
た
か
子

　

商
工
会
女
性
部
副
部
長

　

一
迫
真
坂
字
本
町
８

　

☎
５
２

－

２
０
３
８

（
特
別
会
員
）

◎
㈱
モ
リ
マ
イ
ン
ド

　

代
表　

山
川　

護
正

　

業
種　

労
働
者
派
遣
業

　

築
館
青
野
８

－

10

　

☎
２
４

－

８
４
４
７

◎
㈱
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
代
表　

髙
橋　

光
廣

　

業
種　

給
排
水
、
衛
生
設
備
工
事
業

　

築
館
字
下
宮
野
山
畑
３

－

24

　

☎
２
４

－

７
０
６
８

※
平
成
30
年
５
月
31
日
現
在
会
員
数

　
●
２
５
４
名
（
組
織
率
81
・
４
％
）

（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

▽
転
出

　
主
事
　
工
　
藤
　
沙
　
希

　
　
　
　

（
栗
原
南
部
商
工
会
へ
）

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▽
新
規
採
用

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
る
４
月
27
日
、
狩
野
魚
店
に

て
平
成
30
年
度
一
迫
花
山
商
工
会

青
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
浦
敏
満
部
員
が
議
長
を
勤

め
、
円
滑
な
議
事
進
行
の
下
、
全

て
の
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
前
年
度

卒
業
部
員
を
交
え
懇
親
会
を
開
催

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
長

年
共
に
行
っ
て
き
た
青
年
部
活
動

の
思
い
出
等
を
語
り
合
い
、
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
地
域
振
興
の
一
助

と
な
る
べ
く
、
清
掃
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
活
動
、
講
習
会
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
栗
原
市

内
青
年
部
と
山
形
県
、
秋
田
県
、

福
島
県
の
青
年
部
員
が
各
県
の
芋

煮
を
持
ち
寄
り
、
味
を
競
い
合
う

「
奥
州
統
一
芋
煮
の
陣
」
が
栗
原

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
主
催
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

栗
原
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
員
の
一

員
と
し
て
優
勝
を
目
指
し
、
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
青
年
部
で
は
通
年
を
通

し
部
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
45

歳
ま
で
の
男
女
の

方
で
、
地
域
を
盛

り
上
げ
た
い
方
、

人
脈
を
広
げ
た
い

方
な
ど
是
非
入
部

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
商
工
会
ま

で
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
４
月
26
日
、
平
成
30
年
度

一
迫
花
山
商
工
会
女
性
部
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
久

美
子
部
長
は
、
市
民
ま
つ
り
へ
の

出
店
事
業
や
研
修
旅
行
な
ど
、
多

く
の
部
員
が
積
極
的
に
参
加
さ
れ

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
引
き
続
き

女
性
部
活
動
を
活
発
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
旨
を
挨
拶
で
述
べ
ま

し
た
。

　

議
長
に
は
阿
部
久
子
さ
ん
が
選

出
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も

と
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
女
性
部
も
部
員
一
同
、

交
流
を
深
め
、
様
々
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
度
の
末
に
、

一
迫
小
学
校
と
花
山
小
学
校
の
新

入
生
を
対
象
に「
一
花
」の
謹
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　

「
花
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
小
さ

め
の
鈴
が
付
い
た「
身
の
安
全
」の

願
い
を
込
め
た
お
守
り
で
す
。

　

女
性
部
員
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に

編
み
こ
ん
で
作
成

致
し
ま
し
た
。

　

い
ち
ね
ん
せ
い

の
み
な
さ
ん
へ
、

げ
ん
き
に
お
と
も

だ
ち
と
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
く
だ
さ

い
ね
。

新

会

員

紹

介

開催日時　平成３０年６月１５日(金)～７月４日(水)午前８時３０分～午後５時
催物内容　６月２４日(日)
　　　　【第３３回みちのく鹿踊大会】
　　　　　 ７月１日(日)
　　　　【第３１回あやめ祭り神楽大会】

告　　知　★あやめ祭りに出店してみませんか

　　　　　★あやめ祭り期間内の園内への一迫・
　　　　　　 花山食事処ＰＲについて

開催場所　栗原市一迫山王史跡公園あやめ園(栗原市一迫真坂字道満地内)
連 絡 先　一迫観光協会 ☎０２２８－５２－２１１４

開催日時　平成３０年６月２２日(金)
　　　　　　　　　　　　　　～７月２５日(水)
開催場所　南くりこま高原一迫ゆり園
開催内容　

見　　頃　早咲き ６月２０日頃～７月１０日頃まで
　　　　　遅咲き ７月３日頃～７月２０日頃まで
連 絡 先　南くりこま高原一迫ゆり園
　　　　　☎０２２８－５２－４５５１

　広さ３０，０００㎡の園内で２００品種１５万
本のユリを楽しむことができる。
　特に、本年は花粉の無い八重咲の珍し
いユリを楽しむことができる。

　開催期間中は、野点や民謡など多くのイ
ベントを行います。また、併設されている
山王考古館や埋蔵文化財センター山王ろま
ん館を無料で見学できます。

一
迫
ど
き
ど
き
カ
ー
ド
会
よ
り
、
小
・

中
生
の
新
入
生
へ「
お
買
物
券
を
贈
呈
」

■相談日程　６月28日(木)
　　　　　　７月５日(木)・19日(木)
　　　　　　８月９日(木)・23日(木)
■相談時間　午前10時～午後４時まで
■場　　所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来所願います。

★金融相談日のお知らせ★

　
深
緑
の
樹
々
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　
商
工
会
の
総
会
も
無
事
終
了
し
、
新

役
員
の
も
と
30
年
度
も
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
従
業
員
の
皆
様
、

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
事
務
局
職
員
の
協
力
の
も
と
作
ら
れ

て
い
る
「
商
工
い
ち
は
さ
ま
・
は
な
や

ま
」
も
今
回
は
６
月
発
行
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
て
、
私
達
６
名
の
編
集
委
員

の
メ
ン
バ
ー
で
の
最
後
の
広
報
と
な
り

ま
し
た
。

　
委
員
長
は
、
田
代
良
夫
さ
ん（
田
代
理
容
所
）、
副

委
員
長
は
、
三
浦
良
治
さ
ん（
ぷ
り
ん
と
博
士
）、
委

員
に
三
浦
治
さ
ん(

三
浦
旅
館)

、
斎
藤
芳
幸
さ
ん

（
迫
屋
・
文
照
堂
）
、
阿
部
和
子
さ
ん
（
阿
部
工
業
）
、

そ
し
て
私
、
津
田
正
子
（
津
田
商
店
）で
し
た
。

　
異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
集
う
と
い
ろ
ん
な

事
で
意
見
交
換
が
あ
り
、
有
意
義
な
委
員
会
で
し
た
。

　
広
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様「
商
売
繁
盛
」を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。  

（
広
報
編
集
委
員

　
津
田 

正
子
）

編集後記　

南くりこま高原
　　 一迫ゆり園

第36回 山王史跡公園あやめ祭り

商工会の経営指導を受けている小規模事業者の方へ！

マル経融資制度
をご利用下さい！

マル経融資などの金融や経営に関するご相談はお気軽に

一迫花山商工会 まで！☎５２－３３００

●マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象
常時使用する従業員が商業・サービス業：５人
以下、製造業・その他：２０人以下の事業者

対象資金 運転資金、設備資金

融 資 額 ２,０００万円以内 (※１)

返済期間
運転資金   ７年以内 (据置１年以内 )
設備資金 １０年以内 (据置２年以内 )
※元金返済据置期間は、ご希望の期間に設定できます。

融資利率
年１．１１％ (平成３０年５月 16日現在 )
※最新の金利は商工会にご確認下さい！

融資機関 日本政策金融公庫(国民生活事業 )
商工会の「経営指導」と「融資の推薦」を受けた方が利用できる制度です！
※１　1,500万円超の貸付を受けるには、事前に事業計画を作成する等の要件が
　　　ございますので、詳しくは商工会までお問い合わせ下さい。
※２　設備資金で一定の要件を満たした場合は-0.5%　

マル経融資３つの特長

１ 担保不要！
２ 保証人不要！
３ 低金利！

【申込の要件】
①商工会の経営指導を受けていること（原則６か月以上）
②所得税、法人税、事業税等の義務納税額をすべて完
　納していること
③商工業者（最近１年以上事業を行っている事業者）
　※日本政策金融公庫の非融資対象業種等は対象外

経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、 
無担保・無保証人・低利で融資する商工会の会員限定の融資制度です。

常時使用する
従業員がおり、
雇用を維持ま
たは拡大の予
定で設備資金
の場合は年０．
６１％になり
ます。

　フリーマーケット、食品、リサイクル、
ワークショップなど。
　事前に一迫観光協会へご相談下さい。

　園内受付にコンパネを設置し、一迫・花
山の食事処をＰＲいたします。

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ主 事

瀧
たき

嶋
しま

　理
り

江
え

　

山
の
緑
も
一
段
と
蒼
さ
を
増
し

エ
ゾ
春
ゼ
ミ
の
大
合
唱
の
中
、
ブ

ナ
の
林
を
歩
く
の
は
、
と
て
も
気

持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

ね
。
こ
の
季
節
に
は
、あ
ち
ら
、此

方
の
山
で
、
夏
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
す
。
栗
駒
山
で
も
い
つ
も
の
よ

う
に
湯
浜
温
泉
と
、
岩
鏡
平
ら
で
、

山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
定
公
園
指
定
五
十

周
年
に
当
た
る
記
念
の
年
で
し
た
。

湯
浜
コ
ー
ス
で
は
、
午
前
六
時
に

神
事
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が

玉
串
奉
て
ん
し
た
あ
と
、
栗
駒
山

の
ご
神
体
で
あ
る
藁
製
の
馬
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
の
神
輿
を
、
皆
で
交
代

に
担
い
で
、
山
頂
目
指
し
て
登
り

ま
し
た
。
沢
を
渡
り
、
長
い
ブ
ナ

の
中
に
は
、
き
れ
い
な
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
も
咲
い
て
い
て
ほ
っ
と
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
周
り
の
ブ
ナ
の
木

の
高
さ
が
、
低
く
な
る
と
、
も
う

少
し
で
樹
林
帯
を
抜
け
ま
す
。
樹

林
帯
を
抜
け
る
と
、
湿
地
帯
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
、
お
花
畑
で
す
。

ま
だ
半
分
は
、
雪
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。
残
雪
の
中
を
し
ば
ら
く
歩

く
と
木
道
が
出
て
き
ま
し
た
。
右

側
に
は
、
コ
ク
ゾ
ウ
山
が
、
ど
っ

し
り
と
聳
え
て
い
ま
す
。

　

此
処
か
ら
、
ま
た
、
登
り
が
続

き
ま
す
。
暫
く
行
く
と
、
大
き
な

岩
場
が
あ
り
ま
す
。
此
処
の
下
が

駒
形
根
神
社
の
奥
之
院
、
御
室
に

な
り
ま
す
。
此
処
で
、
一
休
み
し

て
周
り
を
見
渡
す
と
快
晴
の
天
気

の
中
眺
望
が
素
晴
ら
し
く
ず
っ
と

遠
く
の
山
ま
で
見
え
、
と
て
も
気

持
ち
良
い
所
で
す
。

　

か
つ
て
、
こ
の
場
所
で
修
験
宗

達
は
、
ど
ん
な
悟
り
を
得
た
の
で

し
ょ
う
か
？

そ
ん
な
思
い

を
胸
に
、
ま

た
歩
き
始
め

ま
す
。
頂
上

は
、
も
う
見

え
て
い
ま
す
。

額
の
汗
を
拭

い
尾
駒
様
を

運
び
続
け
ま
す
。
天
狗
平
ら
を
超

え
、天
狗
岩
を
過
ぎ
れ
ば
、山
頂
は

も
う
す
ぐ
で
す
。
皆
で
力
を
合
わ

せ
遂
に
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。
岩

鏡
平
か
ら
登
っ
て
来
た
御
神
体
と
、

一
緒
に
な
り
、
山
開
き
の
行
事
が

無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
皆
、
達
成

感
で
満
面
の
笑
み
で
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
本
当
の
登
山
を
楽

し
ん
だ
達
成
感
で
し
た
。

　

栗
駒
山
の
本
当
の
登
山
を
楽
し

み
た
い
方
は
、
是
非
湯
浜
コ
ー
ス

を
登
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

素
晴
ら
し
い
満
足
感
を
得
る
事
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
登
山
の
後

に
は
、
山
の
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し

て
帰
る
と
良
い
で
す
よ
。


